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３ 要旨

モモの枝の組織内で越冬するモモせん孔細菌病菌（Xanthomonas arboricola pv. pruni）は、モモの枝組織を切り取ってＴＰ

Ｎ水和剤を添加した Modified Tween 培地に置くことで早期に検出できる。

(1) 11 月に採取したモモの枝を表面殺菌して落葉痕の維管束を切り取り、ＴＰＮ水和剤を添加した Modified Tween 培地に置

いて 25℃で７日間培養することで、モモせん孔細菌病菌を検出することができる（図１）。

(2) 培地上に糸状菌や他の細菌が増殖することがあるが、肉眼で病原菌を判別できる（図１）。

図１ ＴＰＮ水和剤添加ＭＴ培地におけるモモせん孔細菌病菌の検出           赤枠内の拡大図

（赤枠内は病原細菌が出現したモモの枝組織）              （黄色の部分がモモせん孔細菌病菌）
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